『산책하는 이들의 다섯 가지 즐거움』　 김연수／金衍洙　著

　第33回李箱文学賞大賞受賞作品

■作家について

　1970年慶尚北道・金泉生まれ。成均館大学英文学科卒業。両親は日本で生まれ、解放後に韓国に戻って金泉駅前で〈ニューヨーク製菓店〉を営んでいた。金泉の少年時代を描いた『뉴육제과점』という自伝的作品もある。

　1994年『가면을 가리기며 걷기』の作家世界文学賞受賞で作家デビュー。『굳빠이,이상』（2001）以後、注目されはじめ、これまで、６つの長編、３つの短編集、２つのエッセイを発表、主要な各文学賞を受賞するなど、新世代を代表する作家の一人として高い評価を受けている。

■あらすじ

　恋人の死がきっかけで、不眠症と心臓を踏みつける〈ゾウ〉に悩まされていた主人公は、本である話を読み、不眠症の改善のため散歩をはじめる。妹、親しい友人たち、携帯に登録された知り合いたち……片っ端から散歩に誘い、一緒に近くを歩きはじめるが、次第に不眠や〈ゾウ〉に悩まされることが減っていく。そして、散歩のきっかけをつくったガン患者のY氏とも散策することになる。

■登場人物

彼（主人公）／映画監督。ソウルのマンションの二階に住む。〈彼女〉を撮った芸術的な映画がある。愛していた〈彼女〉が数ヶ月前に命を絶ち、その苦しみのために不眠や狭心症（？）に悩まされている。

〈彼の散歩相手〉

妹／〈彼〉の妹。もうじき結婚。兄に起きた出来事も不眠症のことも知らない。

友人（一人目）／〈彼〉の一番親しい高校同期。金融監督委員会に勤務し、常に忙しい。

友人（九人目）／〈彼〉の小学校時代の友人。分唐に住む建築士で、二人の子の父親。

Y氏／肺ガンを宣告された51歳の女性。景福宮でガン患者のための散策プログラムを主宰。　

　

〈散歩のルート〉

　　○家→大通りの自動車代理店の角を曲がる→駅前のカフェ→丘の上の大学

　　○景福宮→世宗大通り

ゾウ／〈彼〉の苦痛がつくりだした、心臓を踏みつけて痛みを与える存在。不眠症の原因。

■内容

1． 짧은 시간에 척척

　数ヶ月前の恋人の死で、３ヵ月近く不眠症に悩まされている彼は、A４の紙に心配事を書き連ねている。３時間ほどリストを書く間は頭痛もないが、眠ろうとした瞬間、頭が冴え「ゾウ」が現れる。眠れなくなった彼は「ガン患者のための生存戦略」という本をめくり、Y氏という女性のインタビューに「〈散歩をするとよく眠れる〉し、散歩で友達と楽しく過ごしてくれば家事も〈短時間でさっさと〉片付く」という言葉を読み、自分も散歩をはじめることにする。

2． 코끼리도 재울 수 있으며

　早速、その晩午前２時、彼は外に出るが、マンションの駐車場で一歩足を踏み出しただけで、ゾウと一緒に部屋に戻る。翌日、彼は妹を誘い出し、駅前まで散歩するが、またゾウが現れる。それでもその晩はよく眠れるが、夜中に目覚め、夢うつつでゾウと対話する。苦痛をボールにして投げてみろというゾウに、ゾウも潰しそうなほどの大きな苦しみのボールを彼は投げることができない。

3． 침대에서는 잠만 자고 섹스만 하고

　その翌日、散歩に誘えそうな友人９人リストアップした彼は、まず高校時代の親友と夕方散歩に出かける。不眠症を打ち明け、精神的な苦痛ではなくて、身体の痛みを訴えるが、いまいち理解してもらえない。〈ゾウ〉は存在しても証明できないもので、他人にとっては見えないもの、完全には理解できないもの。久々に彼は酒に酔い、友人の前で大泣きする。

4． 결국 혼자서 길을 걸어가게 될 것이며

　それから２週間のあいだ、彼は９人の友人と順に散歩する。最後は小学校時代の友人だったが、話題も尽きて友人は早々に帰ってしまう。友人を見送ると、久々にゾウが現れる。心臓を踏みつけられ彼は痛みに襲われる。痛みの最中、彼女に言った言葉を思い出す。

5． 거리에서 새로운 친구를 사귀게 될 것이다

　様々な知り合いを散歩に誘い出すと、意外にも多くの人が散歩に付き合ってくれる。散歩をはじめてからは、夜はゾウも眠っていた。あるとき、散歩のきっかけになったインタビュー記事の、肺ガン患者のY氏と連絡がとれ、一緒に景福宮を散歩する。彼女がガンの進行や再発への恐怖、つまり彼にとってのゾウを抱えながらも、それを感じさせない強さで、不安と共に生きていることを知る。

